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■神奈川県「地域主導再生可能エネルギー事業費補助金」採用決定！ 
 

 当 NPO 法人が「うしおだ診療所」の屋上に建設

する発電所３号機の建設資金について、なんとか神

奈川県の補助金制度が使えないかと２０１６年１２

月から奔走してきたところ、この秋やっと審査が通

り、事業費の３分の２の貸付け補助を受けられるこ

とが決定しました。 

 

国が２０１２年に予算化した制度では、地域の防

災拠点等における再生可能エネルギー等の導入事業

が中心となっていましたが、今回３号機で応募した

神奈川県「地域主導再生可能エネルギー事業費補助

金」制度は、『かながわスマートエネルギー計画』を

推進させるためのもので、補助対象は県内のＮＰＯ

法人等と中小企業者に限られています。 

 

２０１７年７月２７日に事業計画など５５頁にわ

たる申請書類を提出、その後も補足資料を提出し、

８月下旬に審査会が開催されました。 

昨年と審査委員が変わり、多岐にわたる質問が繰り返され、ヒアリングに基づいて県の担当者が

対応し、９月１日に補助対象事業として採択されました。※正式な発表は９月１８日。県エネルギー

課のホームページに掲載。NPO 法人の採択は当NPO 法人のみ。 

１０月４日に２３頁の交付申請書を提出、今後申請書審査に約１か月強、支給決定の手続きに１

か月強かかる予定で、２０１８年１月中旬には指定口座に補助金全額 2,017,000 円（上限額）が

振り込まれる予定です。 

その後は発電収入・事業経過等の報告を行い、２０年間“無利息”で返済します。最初の４年間は

納付率５％、災害によって破損した場合は返済が免除される等、事業者に有利な条件となっていま

す。 

「うしおだ診療所」の屋上を無償で提供していただく『横浜勤労者福祉協会』の佐藤事務長ほか、

皆様の多大なるご協力で無事採択されましたこと、この場をお借りして御礼申し上げます。 
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 ■3 号機は市民の手作り発電所に！ 設置作業の研修実施 

 この 11 月、横浜勤労者福祉協会の「うしおだ診療所」屋上

にＤＩＹ（DO IT YOURSELF）で太陽光発電所 3 号機を建設

します。 

去る9月24日午後2時から井土ヶ谷アーバンセンター（(株)

太陽住建）にて６名が参加し、設置作業の研修を行いました。 

 ＤＩＹはプロと一緒に学びながら作るという市民参加型・体

験型ソーラー施行。発電所３号機に設置する「Ｄ-Ｄｏｍ架台」

は簡単に組み立てられるよう設計されています。屋根への荷揚

げや電気ケーブル設置はプロが行い、市民は墨だし⇒架台の組

み立て⇒コンクリートブロック設置⇒太陽光パネル設置を行い

ます。1 本 21 キロのブロックを二人でロープを使いながら運ぶ仕組みや、部品一つ一つにも工夫があ

ります。「プラモデルを作るよりも簡単」というメンバーも居れば、「もう一度研修を受けないとわからな

い」という声も上がりました。次回の研修は 11月 5 日（日）午後 2時からです。※設置作業の参加希

望者はできるだけ研修にお越しください。 

 設置作業の実施は 11 月 18 日（土）13 時から 17 時、11 月 19 日（日）10 時から 16 時。小雨

決行。場所の制約と安全確保のため、人数には限りがあり、申込みの先着順です。ヘルメットなどの準備

がありますので、当日並びに研修に参加される方は必ず予約してください。 

・申込・問合せ genpatuzero.hatuden@gmail.com 

・担当：高橋（☎&fax 044-722-6766留守電有）  

■10/14「FEC+W ＫＡＷＡＳＡＫＩまつり」に出店 

 かわさき生活クラブ生協の高津センターで開催された「第

４回 FEC+W KAWASAKIまつり」に当NPO法人も出店しま

した。１０月１４日（土）は雨模様にもかかわらず２００名が

参加し、大人も子どもも一緒に食べ・学び・遊び・作る！を楽

しみました。 

 当NPO法人は、手回し発電の体験とパネル展示でパワーシフ

トのアピール。手でハンドルを回すことで風車（かざぐるま）

を回したり、LED・豆電球を点灯させます。子どもたちが目を

輝かせてチャレンジしてくれて、３セットが取り合いになるほ

ど盛り上がりました。自由に配線が変

えられるので、風車を３台も連結する

子が居たり、並列・直流に繋げるとどうなる？逆に回すとどうなる？と、エネ

ルギーを体感してもらって、私たちも楽しかったです。また、お父さん・お母

さんには電力を切り替えた？のアンケートをお願いし、パワーシフトを提案

させていただきました。 

 
9/24 ㈱太陽住建のご指導のもと、研修風景 
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理事 高橋 喜宣 

10/14、手回し発電のエネルギー体験に

子どもたちは目を輝かせてチャレンジ！ 
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 生活クラブ生協が提唱するFEC+Wは、食（Food）、エネルギー（Energy）、たすけあい（Care）、

働く（Work）の略です。当NPO法人は、生活クラブ組合員に電気（Energy）を供給している「生産

者」です。この日、「生活クラブでんき」に切替えを決めた人が２人も出ました！これからも、自然エ

ネルギーへのパワーシフトをすすめていきます。 

■11/4「おひさまフェス＆星空上映会」開催します！ 
 
 先月９月１６日に予定しておりました「おひさまフェス＆星空上映会inかわさき」は台

風のためやむなく中止としました。 

その後の実行委員会で話し合った結果、１１月４日（土）に開催することを決めました。

延期開催を広報する期間も短く、前回に比べて周知等いたらない点も多々ありますが、ぜひ

とも、皆様のご協力を仰いで開催に漕ぎつけたいと存じます。 

 

よろしくお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副理事長 加藤 伸子 
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■「核兵器禁止条約」について、森川聖詩さんに聞く■ 

********************************************************************************* 

 広島、長崎への原爆投下から72年を経た今年の7月7日、国連本部で122カ国の賛成で「核兵器

禁止条約案」が採択された。これについて、当ＮＰＯ法人の会員で、被ばく2世の森川聖詩さんか

らお話しを伺った。（以下、文責：加藤 伸子） 

**************************************************************************************** 

今回の条約は、国際法の原則に照らして核兵器が「違法である」ことを世界で初めて明確にしま

した。核兵器の使用はもちろん、開発・実験・製造・移転・配備、そして核による威嚇まで禁止項

目に定めました。最終的な核廃絶に向けての大きな貢献です。 

 

しかし、アメリカなど核保有大国はこれに反対し、日本は参加しませんでした。日本政府がこの

期に及んで『核の傘』などを口実にして核兵器禁止条約に署名しないことに、もはや正義のひとか

けらもありません。 

威嚇と脅迫の「核抑止論」がもたらすものは暴力の連鎖と国際社会の緊張の激化でしかなく、人

類破滅の危機に近づく道であることを歴史の事実が示してきました。すべての国々、すべての人々

が信頼と正義に基づいて、核のない新しい国際秩序を築いていく、そこにこそ私たちの本当の未来

はあります。核兵器禁止条約の採択はそのための重要な歩みとなることを確信します。  

原発を推進する日本は、高速増殖炉に失敗し、プルトニウムが余り、核兵器４０００発分以上に

までなっており、プルサーマル発電によってでもプルトニウムを消費しないと国際公約違反が明確

となり、来年期限を迎え、日米原子力協定を延長できなくなる恐れがある…すなわち潜在的核兵器

保有能力が失われることになる。そんな事情も見え隠れしています。 

 

また、今回の核兵器禁止条約では、被ばく者や核実験被害者の苦難と被害に言及し、不平等や差

別が起きないように支援することも義務付けました。多くの被爆者の皆さまの被爆体験証言が、核

と人類が共存できない…即刻廃絶しなければならないものであることを余すところなく満天下にさ

し示してきました。条約交渉会議の議長を務めたコスタリカのエレイン・ホワイト大使は、そうい

った市民社会の声を丁寧に吸い上げ、この「歴史的快挙」を成し遂げたのです。 

 採択された核兵器禁止条約は、これから各国の調印、批准を経て発効をめざしていくことになり

ます。私たちは何よりまず、日本政府が条約の調印、批准を行うよう強く求めます。そして日本政

府こそが核のない世界の実現に向けてリーダーシップを発揮するようになることを望みます。 

                    

 

 

 

【編集後記】 

思い返せば県の補助金制度が始まったときから動い

てきて、やっと３号機が決まり、補助対象事業として

採択されるところまで漕ぎつけました。当 NPO 法人に

とって、県からのお墨付きがもらえたことは大きな躍

進で、多くの方に市民発電所を知っていただける機会

となります。一方、ますます気を引き締めて邁進しな

ければという思いです。皆様のご協力に感謝申し上げ

ます。               （加藤伸子） 
でん太通信は毎月 15 日に発行しています。 

■NPO 法人 原発ゼロ市民共同かわさき発電所■ 

ホームページ  

http://genpatuzero-hatuden.jimdo.com/ 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/genpatuzero.hatuden 

連絡先 TEL ０９０―７９４８―６１８９ （川岸） 


